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人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
開
設
し
ま
し
た

当
院
は
、

年

月
よ
り
膝
関
節
セ
ン

25

6

タ
ー
と
股
関
節
セ
ン
タ
ー
で
構
成
さ
れ
る

人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。 

石
井
齊
宜
医
師
を
迎
え
、
股
関
節
専
門

医
師
に
よ
る
診
療
を
再
開
し
、
新
た
な
体

制
で
患
者
さ
ん
の
診
療
に
臨
み
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
症
状
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

股
関
節
セ
ン
タ
ー
で
は
、
変
形
性
股
関
節

症
や
大
腿
骨
頭
壊
死
、
寛
骨
臼
形
成
不
全
、

股
関
節
唇
損
傷
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
な
ど

に
対
す
る
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
皮
膚
の
傷
を
な
る
べ
く
小
さ
く

し
、
筋
肉
・
腱
・
靱
帯
も
必
要
最
小
限
の
侵

襲
を
与
え
る
だ
け
で
行
う
人
工
股
関
節
置

換
術
を
得
意
と
し
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
に
適
応
し
て
い

ま
す
。
筋
肉
を
傷
め
ず
に
筋
肉
と
筋
肉
の
間

か
ら
進
入
す
る
前
方
ア
プ
ロ
ー
チ
手
術
に

よ
り
、
早
期
回
復
、
早
期
社
会
復
帰
に
つ
な

が
り
ま
す
。

患者さんへ 安心で信頼され
る医療を提供します。 
職員へ やり甲斐のある仕事
と豊かな生活の場を提供し
ます。

１.急性期医療に全力で取り組み、地域社会に貢献します。 
２.個人の権利を尊重し、相互信頼に基づいた患者さん 
中心の医療を提供します。 

３.豊かな人間性と優れた技能を有する医療人の育成に努め、 
活力のある病院づくりをします。 

４.経営の健全化に努め、質の高い医療を地域に提供し続けます。

基
本
方
針

理

念

養田 裕平 ようだ　ゆうへい

2013 年　信州大学医学部卒業 
日本整形外科学会整形外科専門医、 
日本膝関節学会、日本人工関節学会、 
日本スポーツ整形外科学会、 
日本臨床バイオメカニクス学会、 
日本小児整形外科学会、 
関東整形災害外科学会

●整形外科／膝関節センター

石井 齊宜 いしい　なりよし

2014 年 慶應義塾大学医学部卒業 
日本整形外科学会整形外科専門医、 
日本整形外科学会スポーツ医・ 
運動器リハビリテーション医・リウマチ医、 
日本人工関節学会、日本股関節学会

●整形外科／股関節センター

膝
の
痛
み
が
主
な
症
状
で
あ
る
変
形
性

膝
関
節
症
は
、
椅
子
か
ら
の
立
ち
上
が
り

の
時
や
歩
行
時
、
階
段
昇
降
時
な
ど
に
痛

み
を
感
じ
ま
す
。
鎮
痛
剤
や
湿
布
、
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
注
射
な
ど
で
効
果
が
得
ら
れ
な
い

場
合
は
以
下
の
よ
う
な
治
療
が
考
え
ら
れ

ま
す
。 

◆
人
工
膝
関
節
置
換
術 

痛
み
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
関
節
の
傷

ん
で
し
ま
っ
た
部
分
を
人
工
の
関
節
に
置

き
換
え
る
手
術
で
す
。 

◆
骨
切
り
術 

膝
の
骨
切
り
術
の
中
で
は
高
位
脛
骨
骨

切
り
術
と
い
う
術
式
が
多
く
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
脛
骨
を
部
分
的
に
骨
切
り
し
て
関

膝
関
節
セ
ン
タ
ー 

変
形
性
膝
関
節
症
の

治
療

股関節センター 
ホームページ▲

節
に
か
か
る
負
荷
を
調
整
す
る
手
術
で

す
。
関
節
は
そ
の
ま
ま
温
存
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
比
較
的
若
年
で
活
動
性
の

高
い
方
に
よ
い
適
応
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆APS

療
法
（
自
費
診
療
） 

変
形
性
膝
関
節
症
の
早
期
の
方
に
適

応
が
あ
り
、
ご
自
身
の
血
液
を
使
用
す
る

再
生
療
法
で
す
。 

股
関
節
セ
ン
タ
ー 

最
小
限
の

傷
で
行
う 

人
工
股
関
節
置
換
術

膝関節センター 
ホームページ▲



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

O g i k u b o   H o s p i t a l  
　

荻
窪
病
院
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！ 

『
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
自
分
ら
し
く
』

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
利
用
者
さ
ん
や
家
族
の

み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
医
療
関
係
者
に
向
け
た
ペ
ー
ジ
構
成

で
、
採
用
ペ
ー
ジ
も
新
た
に
作
成
い
た
し
ま

し
た
。 月

よ
り
一
緒
に
働
く
仲
間
も
増
え
、
よ

10
り
充
実
し
た
体
制
で
み
な
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

い
た
し
ま
す
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

当
院
は
、
東
京
都
無
痛
分
娩
費
用
助
成

事
業
の
対
象
医
療
機
関
と
な
り
、

月
よ

7

り
無
痛
分
娩
を
開
始
し
ま
し
た
。 

分
娩
予
約
を
さ
れ
た
方
（
妊
娠

週
目

30

以
前
の
方
）
で
、
現
在
は
経
産
婦
の
方
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。 

費
用
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
分
娩
費
用

に
加
え
て
、
約

万
円
ほ
ど
か
か
り
ま

15

す
。
分
娩
方
法
に
つ
い
て
は
、
母
子
の
安
全

を
最
優
先
に
判
断
い
た
し
ま
す
。 

産
科
医
、
麻
酔
科
医
、
助
産
師
が
ひ
と
つ

の
チ
ー
ム
と
な
り
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ

ん
の
安
全
を

時
間
体
制
で
見
守
り
ま

24

す
。
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
、
ご
希
望
に

寄
り
添
い
、
痛
み
の
不
安
を
和
ら
げ
な
が

ら
、
大
切
な
出
産
の
瞬
間
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。 

 

◆当院の無痛分娩の特徴 
・経産婦の方のみ対象です。 
・全例計画分娩で行います。 
・水曜日（予備日は木曜日）に行います。 
・麻酔は当院の麻酔科医師が行います。 
・計画無痛分娩日以外の無痛分娩は 

行うことができません。

無
痛
分
娩
を

ス
タ
ー
ト

自
費
で
の

利
用
を

開
始 

当
院
の

産
後
ケ
ア

当
院
で
は
、
産
後
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
か

ら
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態

の
確
認
、
乳
房
ケ
ア
、
母
乳
や
ミ
ル
ク
の

あ
げ
方
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
も
く

浴
の
練
習
、
育
児
相
談
な
ど
の
産
後
ケ
ア

が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

一
度
退
院
さ
れ
た
場
合
、
他
院
で
出
産

さ
れ
た
場
合
で
も
、
産
後

ヵ
月
ま
で
に

2

限
り
、
ご
利
用
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
杉

並
区
・
練
馬
区
・
中
野
区
以
外
に
お
住
ま

い
の
方
で
も
、
自
費
で
の
利
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
事
前
に
利
用
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

当院の産後食

医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
と
判

断
さ
れ
た
方
、
緊
急
時
に
口
頭

で
の
意
思
疎
通
が
困
難
な
方

な
ど
は
、
無
痛
分
娩
の
対
象
外

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
費
用

や
助
成
の
対
象
に
は
要
件
が

あ
り
ま
す
。
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

無痛分娩ホームページ→

←産後ケア 
ホームページ


